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新庄まつりユネスコ無形文化遺産登録祈念
新庄市ゆかりの漫画家による

広報しんじょう表紙イラストリレー企画
第2弾　冨樫義博先生

●先生からのメッセージ

冨樫　義博（とがし　よしひろ）氏

　明倫中学校出身。山形大学在学中の1987年
に第24回ホップ☆ステップ賞佳作、第34回手塚
賞準入選をそれぞれ受賞。
　1989年に集英社「週刊少年ジャンプ」におい
て、『てんで性悪キューピット』で漫画家デビュー。
以降、同誌にて連載された『幽☆遊☆白書』『レベ
ルＥ』は、それぞれテレビアニメ化されるなど、大ヒッ
ト作となった。また平成10年より連載が開始され
た『HUNTER×HUNTER』は、累計発行部数
6000万部を超え、日本のみならず海外にも多数の
ファンがいる。
　全作品の累計発行部数が1億部を超える、日本
を代表する少年漫画家の一人である。
　実家は、万場町の冨樫紙店。

お詫びと訂正
広報しんじょう7月号8ページで、安彦麻理絵さんの文字
を誤って「真理恵」と記載しておりました。お詫びし、訂正
いたします。
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SOON

COMING
SOON

COMING
SOON

新庄藩主5代戸沢正諶が始めてから260余年。新庄まつりは今年、日本を代表する祭りの一つとして
ユネスコ無形文化遺産への登録が審査されます。登録によりさまざまな好影響が期待されますが、
この文化をどう保存し生かしていくか、我々自ら改めて考えることも非常に重要です。
今、改めて新庄まつりについて確認し、未来の新庄まつりに思いを馳せてみませんか
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８
月
４
日
㈭
レ
キ
シ
ン
ト
ン
で「
協
働
事

業
に
関
わ
る
人
た
ち
の
交
流
会
」が
あ
り
ま

し
た
。冒
頭
、協
働
に
対
す
る
私
の
思
い
を

お
話
し
し
ま
し
た
の
で
、こ
こ
で
も
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
」の
原
点
に
、私
は
い
つ
も

「
ま
ち
は
誰
の
も
の
」と
い
う
問
い
か
け
を
し
て

い
ま
す
。役
所
は
昔
、戸
籍
と
税
金
、道
路
と

消
防
な
ど
を
行
って
い
れ
ば
事
済
ん
だ
時
代
も

あ
り
ま
す
。し
か
し
、車
社
会
に
よ
る
経
済
の

広
域
化
、ス
マ
ホ
な
ど
情
報
の
高
度
化
は
、雪

国
に
除
排
雪
社
会
を
産
み
、情
報
の
管
理
と

公
開
を
義
務
付
け
ま
し
た
。多
面
的
に
広
がっ

た
市
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
、今
の
行
政
が
す
べ

て
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
難
し
い
社
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。市
民
活
動
は
広
が
り
を
見

せ
る
の
に
、逆
に
行
政
の
守
備
範
囲
は
よ
り
狭

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。個
人
情
報
が
出

せ
な
い
な
ど
の
足
か
せ
も
つい
て
い
ま
す
。住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

出
て
き
ま
す
。道
路
を
直
す
と
か
側
溝
を
整

備
す
る
な
ど
は
基
本
的
に
役
所
が
や
り
ま
す

が
、そ
こ
の
草
を
刈
る
と
か
、お
花
を
植
え
て

気
持
ち
よい
空
間
を
つ
く
る
な
ど
は
ま
さ
に
地

域
の
心
が
け
で
す
。こ
の
心
が
け
が
地
域
文
化

で
す
。地
域
文
化
の
高
ま
り
は
、そ
こ
に
暮
ら

す
人
の
誇
り
に
な
り
ま
す
。市
内
で
は
多
く
の

団
体
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
活
動
し
て
い
ま

す
。人
の
た
め
に
と
思
っ
て
い
た
の
が
、実
は
自

分
が一番
世
話
に
な
り
、学
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
行

く
先
は
こ
う
し
た
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

山尾順紀 協働のまちづくり

新庄まつり、至高の頂へ
新庄藩主5代戸沢正諶が始めてから260余年。新庄まつりは今年、日本を代表する祭りの一つとして
ユネスコ無形文化遺産への登録が審査されます。登録によりさまざまな好影響が期待されますが、
この文化をどう保存し生かしていくか、我々自ら改めて考えることも非常に重要です。
今、改めて新庄まつりについて確認し、未来の新庄まつりに思いを馳せてみませんか
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元
和
８
年（1622

）…
戸
沢
政
盛
、新
庄
領
へ

寛
永
５
年（1628

）…
新
庄
城
内
天
満
宮
建
立

延
享
２
年（1745

）…
戸
沢
正
★
家
督
を
継
ぐ

宝
暦
５
年（1755

）…
大
凶
作
で
餓
死
者
多
数

宝
暦
６
年（1756

）…
城
内
天
満
宮
の
祭
礼
開
始

明
和
７
年（1770

）…
角
沢
街
道
に
松
本
村
有
志

が
、宝
暦
の
飢
饉
で
の
犠
牲
者
を
弔
う「
餓
死
聖
霊

位
碑
」を
建
立

安
永
５
年（1776

）…
記
録
に
山
車
が
初
め
て
登

場文
化
13
年（1816

）…
角
沢
街
道
丸
仏
が
光
明
堂

宥
恭
に
よ
り
建
立
さ
れ
る

慶
応
４
年（
明
治
元
年
／1

8
6
8

）…
戊
辰
戦
争

で
城
下
は
焼
け
野
原
に
。し
か
し
翌
年
、神
輿
を

新
調
し
、神
輿
渡
御
行
列
を
行
う

明
治
３
年（1870

）…
こ
の
頃
か
ら
毎
年
開
催
に

明
治
38
年（1905

）…
人
形
師
野
川
北
山（
初
代
）・

陽
山（
初
代
）が
新
庄
に
移
り
住
み
、山
車
人
形
づ
く

り
を
始
め
る

　

新
庄
ま
つ
り
は
、江
戸
時
代
に
こ
の
地
を

治
め
て
い
た
新
庄
藩
主
５
代
戸
沢
正
諶の
ぶ

が
宝

暦
６
年（
１
７
５
６
）に
始
め
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。そ
の
前
年
に
発
生
し
た
大
凶
作
で
、多

く
の
餓
死
者
が
出
た
新
庄
領
内
を
活
気
づ
け

る
た
め
、戸
沢
氏
の
氏
神
で
あ
る
天
満
宮
の

新
祭
を
領
民
あ
げ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

戸
沢
氏
は
、領
地
が
変
わ
る
た
び
に
ご
神

体
も
移
し
て
城
内
に
祀
っ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、氏
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。ま
た
、延
宝
８
年（
１
６
８
０
）、２
代
藩

主
正
誠
が
城
下
の
北
の
守
り
と
し
て
吉
川

町
に
天
満
宮
を
分
祀
し
ま
し
た
が
、領
民
が

等
し
く
参
拝
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
も

込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。郷
土
の
歴
史

文
化
を
研
究
し
て
い
た
嶺
金
太
郎
が
記
し
た

「
増
訂
最
上
郡
史
」に
は
、吉
川
町
天
満
宮

（
今
は
あ
り
ま
せ
ん
）で
は
、新
庄
ま
つ
り
が

始
ま
る
宝
暦
６
年
以
前
か
ら
８
月
に
祭
礼

を
行
っ
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。お
そ

ら
く
は
領
民
主
導
で
開
催
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
の
祭
礼
が
、領
内
の
惨
状
に
心
を
痛

め
て
い
た
５
代
藩
主
に
、「
新
庄
ま
つ
り
」を

発
想
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

宝
暦
６
年
に
始
ま
っ
た
新
庄
ま
つ
り
は
、

藩
主
が
新
庄
に
い
る
年（
参
勤
交
代
制
度
に

よ
り
一
年
お
き
に
江
戸
に
滞
在
）に
欠
か
さ
ず

開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。そ
し
て
、そ
の
後

も
飢
饉
や
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
当
地
の
状

況
を
背
景
に
、６
代
以
降
、６
人
の
藩
主
た

ち
も
続
け
ま
し
た
。結
果
と
し
て
こ
の
こ
と

が
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
や
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
候
補
へ
と
成
長
す

る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
言
え
ま
す
。ま
た
、江

戸
か
ら
明
治
の
激
動
の
世
に
あ
っ
て
も
、藩

主
導
か
ら
住
民
主
導
の
祭
り
へ
と
体
制
を

変
え
、さ
ら
に
は
隔
年
で
は
な
く
毎
年
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
再
び
続
い
て
い
き
ま

す
。日
中
戦
争
勃
発
頃
の
数
年
間
は
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、復
興
、世
直
し
の
ま
つ
り
は

再
び
蘇
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

廃
藩
か
ら
１
５
０
年
、ま
つ
り
開
始
か
ら

２
６
０
年
あ
ま
り
の
長
い
月
日
が
流
れ
ま
し

た
。５
代
藩
主
が
種
を
ま
き
、歴
代
藩
主
と

こ
の
地
に
住
む
人
々
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て

き
た
新
庄
ま
つ
り
。多
く
の
関
係
す
る
人
々

に
よ
っ
て
、歴
史
的
、そ
し
て
文
化
的
な
意

義
を
吹
き
込
ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
し

て
今
年
、さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
昇
り
、世
界

に
向
け
て
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

藩
主
、住
民
。そ
し
て
ゆ
か
り
の

　
人
た
ち
の
想
い
が
世
界
へ
羽
ば
た
く

▲昭和11年の中山町若連による山車「躍進日本」。
当時の世相が色濃く反映されている

▲文化13年建立の角沢街道
丸仏（市内本宮）

▲ 明 和2年、44歳 で 亡
くなった5代藩主の墓碑

（市内瑞雲院）

▲現在の天満宮（最上公園内）。新庄まつり中に
は、昔も今も神事が執り行われる。
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今
年
も
は
や
８
月
、い
よ
い
よ
我
ら
が
誇

り
の
新
庄
ま
つ
り
が
迫
っ
て
き
た
。新
庄
ま
つ

り
は
、平
成
21
年
、我
が
国
の
文
化
や
歴
史

を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を

有
す
る
文
化
遺
産
と
し
て
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、さ
ら
に
同
26
年
、文

化
庁
に
よ
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
の
定
め
た
無
形
文

化
遺
産
登
録
候
補
に
選
ば
れ
た
。こ
の
登
録

の
可
否
を
決
す
る
国
際
会
議
が
、今
秋
エ
チ

オ
ピ
ア
で
開
催
予
定
で
、目
下
そ
の
可
の
吉

報
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
新
庄
ま
つ
り

　
山
車
行
事
保
存
会
」と
は

　

結
成
さ
れ
た
の
は
平
成
21
年
、新
庄
ま
つ

り
が「
新
庄
ま
つ
り
の
山
車
行
事
」の
名
で
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。そ
の
目
的
は
、伝

統
の
風
格
高
い
新
庄
ま
つ
り
を
後
世
永
く

継
承
保
存
し
、そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。活
動
は
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い

が
、主
な
活
動
と
し
て
、「
新
庄
ま
つ
り
山
車

行
事
へ
の
提
言
」の
取
り
ま
と
め
と
、「
新
庄

ま
つ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
開
催
が
挙
げ
ら

れ
る
。前
者
は
、市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
夢
や

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
新
庄
ま
つ
り
関
係

者
に
配
布
し
た
も
の
、後
者
は
、ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
決
定
を
よ
り
確
実
に
す

る
た
め
、一
段
の
盛
り
上
が
り
を
世
に
示
す
べ

く
、今
年
１
月
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

新
庄
ま
つ
り
の
何
が

　
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か
？

　

次
に
、新
庄
ま
つ
り
が
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、さ
ら
に
こ
の
度
、

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
候
補
に

大
正
10
年（1921

）…
天
満
宮
祭
典
の
前
日
、戸
沢

氏
移
封
３
０
０
年
紀
年
祭
が
行
わ
れ
る

大
正
12
年（1923

）…
関
東
大
震
災
の
た
め
、山
車

は
各
町
内
に
飾
る
だ
け
と
な
る

昭
和
12
年（1

9
3
7

）…
盧
溝
橋
事
件（
日
中
戦
争

の
発
端
）発
生
。時
局
柄
、城
内
天
満
宮
祭
礼
中
止

（
昭
和
14
年
ま
で
）

昭
和
15
年（1940

）…
国
中
が
戦
時
色
一
色
と
な
る

な
か
、皇
紀
２
６
０
０
年
で
あ
る
た
め
、神
輿
渡
御
の

み
行
わ
れ
た
。

昭
和
16
年（1941

）…
太
平
洋
戦
争
勃
発
。山
車
・

神
輿
渡
御
を
中
止
し
、平
祭
り
を
実
施
。

昭
和
17
年（1942

）…
大
豊
作
の
た
め
、久
し
ぶ
り

に
神
輿
渡
御
と
と
も
に
山
車
が
運
行
。５
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
う

昭
和
20
年（1

9
4
5

）…
太
平
洋
戦
争
終
結
。終
戦

後
の
混
乱
の
中
、神
輿
渡
御
行
列
は
苦
心
の
末
一
部

実
施
。

昭
和
21
年（1

9
4
6

）…
沖
の
町
の
山
車「
羽
衣
」

の
み
だ
が
、山
車
が
運
行
。

昭
和
22
年（1947

）…
昭
和
天
皇
東
北
御
巡
幸
で

山
車
を
ご
覧
い
た
だ
く

昭
和
24
年（1949

）…
５
月
２
日
、新
庄
市
制
記
念

祝
賀
行
事
と
し
て
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、山
車
が

運
行
さ
れ
る

昭
和
25
年（1950

）…
城
内
天
満
宮
祭
典
が「
新
庄

ま
つ
り
」に
な
る

昭
和
33
年（1958

）…
こ
の
年
か
ら
、８
月
24
日
に

夜
間
照
明
付
き
山
車
が
市
内
を
巡
行

昭
和
37
年（1962

）…
本
合
海
で
、新
庄
ま
つ
り
前

夜
祭
と
し
て
、灯
ろ
う
流
し
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ

る
。昭
和
50
年
ま
で

昭
和
41
年（1966

）…
ま
つ
り
の
名
称
が「
新
庄
や

た
い
祭
り
」と
変
わ
る

昭
和
42
年（1967

）…
ま
つ
り
の
名
称
が「
新
庄
山

車（
だ
し
）ま
つ
り
」と
な
る

昭
和
43
年（1968

）…
こ
の
年
か
ら
、新
庄
ま
つ
り

がY
B

C

で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
。ま
た
、ま
つ
り
の

名
称
が「
新
庄
ま
つ
り
」に
戻
る

昭
和
46
年（1971

）…
新
庄
囃
子
連
盟
が
設
立
さ

れ
る
。山
車
は
や
し
競
演
会（
現
在
の
囃
子
演
奏

会
）が
始
ま
る

昭
和
51
年（1976

）…
新
庄
ま
つ
り
が
、フ
ジ
テ
レ
ビ

▲昭和21年唯一の山車、沖の町若連による「羽
衣」。様々な思いの中で作られたのだろう。

▲昭和24年、市制施行を祝う「共進会」の様子。▲昭和41年の新庄まつり。現在の駅前五差路付近
から最上公園方向を撮影したもの。

特
別
寄
稿

新
庄
ま
つ
り
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
願
っ
て

新
庄
ま
つ
り
山
車
行
事
保
存
会　

会
長　

大
友
義
助

新庄まつり、至高の頂へ
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系
列
で
全
国
に
生
中
継
で
放
映
さ
れ
る

昭
和
58
年（1
9
8
3

）…
歴
史
セ
ン
タ
ー
開
館
、２

台
の
山
車
が
常
設
展
示
と
な
る
。最
初
の
展
示
は

常
仲
町「
本
能
寺
」と
沖
の
町「
風
雲
沼
田
城
」。

平
成
３
年（1991

）…
山
車
が
東
京「
隅
田
川
ま
つ

り
」と
大
阪「
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド
」に
参
加（
下
金
沢

町
若
連
・
鳥
越
囃
子
若
連
）

平
成
４
年（1992

）…
東
京「
日
本
橋
・
京
橋
ま
つ

り
」に
参
加
。（
常
仲
町
若
連
・
升
形
囃
子
若
連
）…

べ
に
ば
な
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
前
夜
祭
で
、山

車
５
台
を
運
行
す
る

平
成
５
年（1993

）…
東
京「
大
銀
座
ま
つ
り
」に

遠
征
す
る
が
、台
風
の
た
め
中
止

平
成
６
年
…「
新
庄
ま
つ
り
行
列
」が
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。…
東
京「
大
銀
座
ま
つ

り
」に
参
加（
南
本
町
若
連
・
関
屋
囃
子
若
連
、千
門

町
若
連
・
本
合
海
囃
子
若
連
、末
広
町
若
連
・
角
沢

囃
子
若
連
）

平
成
７
年（1995

）…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー
ク

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
）に
参
加（
上
茶
屋

町
若
連
・
松
本
囃
子
若
連
）。…
文
部
省
伝
統
文
化

推
進
事
業
に
新
庄
ま
つ
り
が
指
定
さ
れ
る
。…
栃
木

県
黒
磯
市
で
行
わ
れ
た
第
10
回
国
民
文
化
祭
に
山

車
を
派
遣
す
る（
北
本
町
若
連
・
山
屋
囃
子
若
連
）

平
成
８
年（1996

）…
山
車
の
台
数
が
史
上
最
高

の
21
台
と
な
る（
現
在
は
20
台
）

平
成
９
年（1997

）…
史
上
初
め
て
８
月
25
日
も

宵
ま
つ
り
行
列
実
施
。…
東
京「
大
銀
座
ま
つ
り
」に

参
加（
千
門
町
若
連
・
本
合
海
囃
子
若
連
、上
金
沢

町
若
連
・
仁
間
囃
子
若
連
、上
茶
屋
町
若
連
・
松
本

囃
子
若
連
）

平
成
11
年（1

9
9
9

）…
山
形
新
幹
線
が
新
庄
延

伸
開
業
。

 

宵
ま
つ
り
が
16
年
ぶ
り
に
雨
で
中
止
。25
日
夜
各
町

内
自
主
参
加
に
よ
る
山
車
パ
レ
ー
ド
実
施
。…
東
京

「
大
銀
座
ま
つ
り
」に
参
加（
上
茶
屋
町
若
連
・
松
本

囃
子
若
連
、上
金
沢
町
若
連
・
仁
間
囃
子
若
連
、下

金
沢
町
若
連
・
鳥
越
囃
子
若
連
）。…
最
上
広
域
交

流
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
り
あ
」が
開
館
し
、山
車
１
台
を

常
設
展
示

平
成
14
年（2002

）… 

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の

総
合
閉
会
式
か
つ
新
庄
ま
つ
り
最
終
日
の
８
月
26

日
に
、最
上
中
央
公
園
で
２
台
の
山
車
を
運
行
。駅

選
ば
れ
た
理
由
を
見
て
み
た
い
。新
庄
ま
つ

り
の
何
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
と
認
め
ら
れ
る
の

か
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
い

て
定
め
ら
れ
た
無
形
文
化
遺
産
の
定
義
が

あ
る
の
だ
が
、あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
理
解

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、文
化
庁
が
ユ
ネ
ス
コ

に
提
案
し
た
趣
意
書
に
よ
り
、こ
れ
を
探
っ

て
み
よ
う
。

　

趣
意
書
に
よ
れ
ば
、我
が
国
一
般
の「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」を
核
と
す
る
祭
り
は
、次

の
特
徴
が
あ
る
。

①
地
域
の
安
泰
や
災
厄
防
除
を
祈
願
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
と
り
行
う
、美
々
し
い
屋

台
の
市
中
巡
行
を
特
徴
と
す
る
。

②
市
中
を
巡
行
す
る
屋
台
は
祭
り
当
日
に

神
を
迎
え
る
依
代
で
あ
る
。こ
れ
は
地
域
の

人
々
が
幾
世
代
に
も
渡
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き

た
伝
統
的
工
芸
技
術
に
よ
り
、身
近
な
素
材

を
利
用
し
て
工
夫
の
限
り
を
尽
く
し
、心
を

込
め
て
作
り
上
げ
る
。

③
屋
台
製
作
に
限
ら
ず
、囃
子
演
奏
の
練

習
や
神
輿
渡
御
行
列
の
訓
練
に
し
て
も
、年

間
通
じ
て
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
伝
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、こ
れ
ら
に
よ
っ
て
地
域
の
人
々

の
対
話
や
交
流
が
深
ま
り
、地
域
の
連
帯
感

が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、こ
う
し
た
祭
り
は
、そ
の
地
域
の

社
会
形
成
や
文
化
的
水
準
の
向
上
な
ど
に

と
っ
て
最
も
大
事
な
基
礎
で
あ
り
、地
域
や

国
、あ
る
い
は
こ
れ
を
越
し
て
世
界
の
、人
類

の
宝
な
の
だ
。こ
の
よ
う
に
重
要
な
価
値
を

有
す
る
無
形
の
文
化
財
で
あ
る
か
ら
、重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
た
り
、あ
る
い

は
ユ
ネ
ス
コ
が
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約

代
表
一
覧
表
に
記
載
・
登
録
し
て
後
世
ま
で

長
く
継
承
を
図
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、こ
れ
を
新
庄
ま
つ
り
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
る
と
、ま
さ
に
驚
く
ほ
ど
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。さ
ら
に
こ
れ
は
、新

庄
ま
つ
り
の
起
源
か
ら
変
わ
ら
ず
続
く
特

徴
で
も
あ
る
。

　

本
記
事
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、新
庄
ま
つ

り
の
起
源
は
、江
戸
時
代
中
期
、宝
暦
６
年

の
こ
と
で
あ
る
。前
年
の
未
曾
有
の
大
凶

作
、大
飢
饉
に
よ
っ
て
打
ち
の
め
さ
れ
、ま
さ

に
藩
存
亡
の
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
を
深
く

憂
い
た
時
の
藩
主
正
諶
が
、そ
の
早
急
な
復

興
・
再
建
の
た
め
、領
内
全
て
の
人
々
が
、武

士
・
町
民
の
差
別
な
く
、老
若
男
女
一
体
と

な
っ
て
参
加
す
る
一
大
祭
り
を
企
画
し
、こ
の

実
施
を
家
臣
・
領
民
に
下
命
し
た
と
い
う
。

　

正
諶
は
、城
内
に
鎮
座
す
る
戸
沢
家
の

氏
神
天
満
宮
を
領
内
一
円
の
総
鎮
守
の
宮

と
変
え
、そ
の
祭
り
に
は
領
域
す
べ
て
の
代

▲歴史センター開館時の山車会館の様子。常仲町と
沖の町の山車が選ばれ、1年間展示されました。

▲山車の大都市等への派遣の先駆けとなった平成3
年。大阪御堂筋パレードの様子。

▲平成7年には、遂に海外へ山車派遣。ザルツブルグ
（オーストリア）で開催されたヨーロッパジャパンウィーク
（国際親善協会主催）に参加。

そ
の
意
義
を
深
く
考
え
、

誇
り
を
も
って
生
き
る
こ
と
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前
通
り
等
に
初
め
て
展
示
山
車
を
行
う（
19
台
）

平
成
16
年（2004

）…
囃
子
連
盟
に
よ
る
天
満
宮

奉
納
囃
子
、小
若
連
囃
子
演
奏
大
会
が
始
ま
る

平
成
17
年（2005

）…
新
庄
ま
つ
り
２
５
０
年
祭
開

催
。史
上
初
め
て
８
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
4
日
間

ま
つ
り
を
開
催
。金
山
町
の
山
車
１
台
が
特
別
参
加

…
大
阪「
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド
」に
参
加（
上
金
沢
町
若

連
・
仁
間
囃
子
若
連
）

平
成
21
年（2

0
0
9

）…
３
月
11
日
、新
庄
ま
つ
り

山
車
行
事
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

平
成
22
年（2010

）…
東
北
６
県
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
、山
手
線
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
に
新
庄

ま
つ
り
が
採
用
さ
れ
る

平
成
24
年（2012

）…
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ「
日
本

の
ま
つ
り
」に
新
庄
ま
つ
り
が
選
出
さ
れ
る
。…ITF

２
０
１
２（
台
北
国
際
旅
行
博
）に
新
庄
ま
つ
り
囃
子

が
参
加
。…
市
内
運
送
会
社
が
新
庄
ま
つ
り
山
車

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
を
開
始

平
成
25
年（2

0
1
3

）…
有
志
が
行
っ
て
い
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
新
庄
ま
つ
り
ラ
イ
ブ
映
像
配

信
を
公
式
化

平
成
27
年（2

0
1
5

）…
新
庄
ま
つ
り
２
６
０
年
を

記
念
し
、８
月
25
日
に
も
宵
ま
つ
り
行
列
を
運
行

平
成
28
年（2

0
1
6

）…
新
庄
ま
つ
り
が
国
内
32
の

『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
』と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る（
予
定
）

※
年
表
や
本
文
記
事
作
成
に
あ
た
り
、新
庄
市
史
、新
庄
ま
つ
り
山

車
行
事
調
査
報
告
書（
市
教
育
委
員
会
編
）、新
庄
ま
つ
り
公
式
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
し
ま
し
た
。 

表
者
の
参
列
を
命
じ
た
。ま
た
、城
下
の
町

に
対
し
て
は
、各
町
内
一
台
の
華
や
か
な「
芳

（
か
ざ
）り
も
の
」を
作
っ
て
祭
り
に
出
す
べ

き
こ
と
を
命
じ
、さ
ら
に
家
臣
に
対
し
て
は
、

天
満
宮
神
輿
の
市
中
巡
行
に
奉
供
す
べ
き

と
命
じ
た
。加
え
て
こ
の
祭
り
に
限
っ
て
、無

礼
講
の
祭
り
に
せ
よ
と
命
じ
た
と
も
あ
る
。

地
域
住
民
す
べ
て
が
心
を
一
に
し
て
こ
の
祭

り
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
こ
の
基
本
精
神

は
、２
６
０
余
年
過
ぎ
た
今
日
も
少
し
の
陰

り
も
な
く
、世
代
を
通
し
て
連
綿
と
し
て
継

承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

こ
の
新
庄
ま
つ
り
が
、地
元
の
み
な
ら
ず
、

県
全
体
の
最
も
貴
重
な
宝
で
あ
り
、誇
り
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。ま
た
、こ
の

貴
重
な
宝
を
後
代
永
く
継
承
し
て
子
や
孫

に
伝
え
、そ
の
活
用
を
図
る
べ
き
こ
と
は
、今

こ
の
世
に
生
き
る
私
た
ち
の
果
た
す
べ
き
義

務
で
あ
り
責
任
で
あ
る
と
言
っ
て
も
決
し
て

過
言
で
は
な
い
。

登
録
を
機
に
ど
う
変
わ
る
？

　

新
庄
ま
つ
り
が
、私
た
ち
が
熱
望
す
る
如

く
、ユ
ネ
ス
コ
に
正
式
に
登
録
可
と
決
定
さ

れ
れ
ば
緒
事
態
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
目
に
見
え
る
変
化
と
し
て
、こ
の
祭

り
へ
の
観
光
客
が
増
加
し
、街
は
い
き
い
き
と

し
た
活
況
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、各

町
内
の
山
車
が
さ
ら
に
一
段
と
風
格
を
高
め

た
も
の
に
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
予
想

さ
れ
る
。名
誉
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
と
な
れ
ば
、若
連
は
そ
の

名
に
か
け
て
、競
っ
て
さ
ら
に
見
事
な
山
車

作
り
に
励
む
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、目
に
見
え
な
い
極
め
て
重
要
な
こ

と
は
、新
庄
ま
つ
り
に
対
す
る
市
民
の
認

識
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。つ
ま

り
、新
庄
ま
つ
り
が
当
地
方
の
み
な
ら
ず
、

世
界
に
と
っ
て
の
貴
重
な
宝
で
あ
り
、誇
り

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
悟
る
こ
と
で
、そ
の

重
要
性
の
大
き
さ
に
改
め
て
気
づ
き
、自

然
、新
庄
ま
つ
り
に
対
す
る
各
自
の
見
方
、

評
価
が
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
あ
る
。そ
れ

は
、新
庄
ま
つ
り
の
さ
ら
な
る
隆
盛
に
寄
与

す
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、こ
の
こ
と
は
各
自
の
心
が
け
次

第
で
あ
る
。も
し
、各
自
が
こ
の
よ
う
な
変

化
を
強
く
求
め
れ
ば
、必
ず
や
こ
れ
を
夢
や

予
想
で
な
く
、現
実
の
も
の
と
し
て
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。こ
の
た
め
に
、私

た
ち
の
為
す
べ
き
大
事
な
こ
と
は
何
か
。こ

れ
は
、何
か
特
別
な
こ
と
が
必
要
と
い
う
訳

で
は
決
し
て
な
い
。た
だ
肝
心
な
の
は
、こ
の

変
化
の
重
要
性
を
深
く
自
覚
し
、確
か
な

平
常
心
の
も
と
、己
自
身
に
つ
い
て
、ま
た
、

己
自
身
育
っ
た
故
郷
に
つ
い
て
、大
い
な
る
誇

り
と
、確
固
た
る
自
信
を
も
っ
て
、日
々
懸
命

に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で

あ
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。ち
な
み
に
、こ
の

「
日
々
懸
命
に
生
き
よ
」と
は
、鶴
岡
出
身

の
作
家
、藤
沢
周
平
が
家
族
に
遺
し
た
末
期

の
言
葉
で
あ
る
。

▲まつり250年を記念し、ちびっこ山車まつりが初め
て開催。以降折に触れて開催されている。

▲平成20年度重要無形民俗文化財指定証書交付
式（H21.3.11）

▲平成27年は、まつり誕生から260年の年。25日夜
に記念行列も開催されました。

新庄まつり、至高の頂へ
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江戸時代の新庄領
そして、郡内の山車まつり

　元和８年（１６２２年）、常州（茨城県）を治めていた戸沢
政盛は、新庄へお国替えとなり、現在の最上地方全体
と村山市や大石田町、河北町の一部を合わせた６万石
を江戸幕府から拝領して初代新庄藩主となりました。
そして戸沢家は、その後明治２年（1869年）まで、２４７
年、11代にわたりこの地を治め続けました。
　新庄まつりの起源、領民あげての新庄城内天満宮祭
典を始めたのは、５代正諶ですが、最上郡内には、山車
を作って囃子を伴いながら地域を練り歩く祭りがほか
にもあります。それらの祭りと新庄まつりの関わりは明
確には分かりません。正諶に対して何らかの示唆を与
えた祭りなのかもしれませんし、新庄まつりの雰囲気
を自分たちの地域でも作り上げたいと考えた人たち
がはじめた祭なのかもしれません。いずれにしても、似
通った文化が成長してきたということなのでしょう。
　ここに紹介する祭りをさらに調べたり見に行ったり
することで、最上地域について新たな発見があるかも
しれません。それはもしかしたら、新庄まつりの新たな
魅力発見にもつながるかもしれませんね。
　歴史を紐解きながら、もっともっと、新庄まつりを楽
しみましょう。

大堀まつり（最上町）
●始まった年　昭和27年　●開催日　毎年9月第2土・日
●主な特徴
　もともとは10月24・25日に実施する豊作を祝う豊年祭で、起源的
に新庄まつりとの関連はない。しかし、何十年も前から大堀地区の住
民が新庄まつりに参加したり、逆に制作技術を提供してもらったりと
いった親交がある。

◎最上町役場☎43-2111

金山まつり（金山町）
●始まった年　大正5年頃　●開催日　毎年8月14～16日
●主な特徴　当初は「太鼓やたい」、昭和初めになって「人形やた
い」が登場。最初は新庄まつりの山車を借用しており、新庄まつりを模
倣して始めたと憶測される。 中日15日の「みこし渡御」では、騎馬の
宮司と神輿を中心に、氏子と小学生が大名行列を模して町内中心部
を練り歩く。金山城主丹与惣佐衛門にゆかりの八幡神社に「豊作・
安産」を祈願するものとして、明治維新頃から始まったとされている。
	 ◎金山町役場☎52-2111
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釜渕まつり（真室川町）
●始まった年　昭和29年　●開催日　毎年9月13日
●主な特徴　戦後の復興時、釜渕地区では、各集落から1台ずつ
の山車が出された。山車と一緒に練り歩く釜渕囃子は、まつりを盛り
上げるため、新庄市の祭囃子「宿渡り（すくわたり）」、川ノ内の祭囃子

「鞨鼓（かっこ）」を習ったのが始まりである。
◎真室川町役場☎62-2111

川ノ内まつり（真室川町）
●始まった年　天和2年（1682）　●開催日　毎年8月15日
●主な特徴　新庄まつりより起源が古く、囃子が似ていたり、政盛が
新田開発に家臣を派遣していたことなどを考慮し、新庄まつりと縁が深
いと考える人もいる。	 ◎真室川町役場☎62-2111

津谷祭り（戸沢村）
●始まった年　元文4年（1739）　●開催日　毎年8月20日
●主な特徴　もともとは五穀豊穣を願う津谷大々神楽が舞われてい
た。新庄まつりが始まるとそれをまねて山車を作り、独特の津谷囃子を
奏でながら、地区内を練り歩くようになった。

◎戸沢村観光物産協会☎72-2111

新庄まつり公式ロゴマークを作成
　昨年度作成した「新庄まつり」の題字（矢野華
風さん／書道家）をもとに、親しみを増やしてさ
らなる活用につなげようと、新たにロゴマーク
を作成しました。デザインは本市出身のデザイ
ナー、樋渡博之さんです。樋渡さんは「大改造 !!
劇的ビフォーアフター」、「人志松本のすべらな
い話」などのロゴデザインやイラスト作成、映
像制作などで活躍されています。

新庄市をPRするDVD完成・販売
　社会貢献活動や理念に共感する市民でつく
る「やさしさ、人…心を伝える会（羽賀千尋会
長）」が市内の ALT（外国語指導助手）らの協
力を得ながら作成してきた DVD が完成しま
した。新庄まつりや郡内の観光資源を世界に
売り込むことを目的に、日中英3か国語のバー
ジョンを用意しています。15分程度に編集さ
れた DVD は官公庁や観光関連団体へ無償で
配布するほか、もがみ物産館（☎28-8886）で
1,000円／枚で販売しています。

まだあります。新庄まつり観覧席
　好評販売中の観覧席ですが、24日・25日と
もまだ若干空きがあります。詳しくは新庄まつ
り実行委員会予約専用電話（℡23-4865）にお
問い合わせ下さい。なお、25日スタンド席購入
の方には新庄まつり木札をプレゼントします。

新庄まつり写真コンテスト続報
　優れた作品は表彰（最優秀賞金3万円）すると
ともに、新庄観光協会が発行する「新庄まつり
カレンダー」で使用します。
▪募集部門
①神輿渡御行列・鹿子踊部門
②山車・囃子部門　③まつり風景部門
　応募要項は8月中旬以降、市役所や新庄観光
協会で配布するほか、市や新庄まつり公式ホー
ムページからダウンロードできます。
　奮ってご応募ください。



新庄ふるさと応援隊とは？

　新庄市の豊かな自然とそこに根付く産業や文化など、豊富
な本市資源を広く紹介するため、地域外に居住する本市出身
者をはじめ、本市を応援したいという方を広く募り、交流の促進
を目指しています。

入会するには？

　インターネットまたは商工観光課で受け付けています。ただし、
最上地域外に在住の１8歳以上の方が対象となっていますの
で、最上郡外のご家族や知人にふるさと応援隊を紹介してもらえ
たら幸いです。なお、入会金・年会費は無料、有効期間：無期限
となっていますので、どうぞよろしくお願いします。

ふるさと納税とは？

　自分が住んでいる以外の自治体に寄附することで、住民税・
所得税から控除される（差し引かれる）仕組みのことです。新庄市
では、寄付してくださった方にお礼として特産品を贈ることで、物
産振興につなげることを試みています。

集まった寄附金は何に使われているの？

　寄附する際に市の応援したい事業が何かを募り、寄附者様の
意思をできるだけ反映した形での事業運営に活用しています。

どんなメリットがあるの？

交流人口の拡大を目指す

新庄ふるさと応援隊
◎商工観光課℡内線253 

物流から生まれる交流

　　　新庄市まちづくり応援寄附金
◎総合政策課℡内線213

交流促進

四季折々の情報を載せた
会員情報紙がもらえる

確定申告寄　附

税額控除お礼品 寄附者
新庄市

住んでいる
自治体

会員特典の付いた
会員証がもらえる

新庄まつりの振興事業 陸上競技場の改修 公園遊具の整備

割引など
のサービ

ス
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寄附金が使われている事業

各自治体で問題となっている人口減少に対し、外から人を呼び込もうとする動きとして移住・交流促進があります。
新庄市で行われている移住・交流促進につながる事業の一部を紹介します。



買いたい人・借りたい人
①空き物件を「空き家バンク」で
検索します。
・インターネットで閲覧する場合
「もがにてぃ」又は「市役所」にて
・窓口で閲覧する場合
「市都市整備課」にて
②市都市整備課に利用したい物
件を申請します。
③市都市整備課から申請者に空
き家状況等の物件情報が提供
されます。

売りたい人・貸したい人
①市都市整備課に空き家バンク登
録の申請をします。
②登録された物件の調査を市が宅
建協会に依頼します。
③宅建協会が申請者の空き物件の
調査をします。
④調査結果が宅建協会から市に報
告されます。
⑤空き家バンクに登録され、公表
されます。
⑥登録物件への利用申請があった
場合、市都市整備課から申請者に
利用目的等の情報が提供されま
す。

空
き
家
バ
ン
ク

売買契約、賃借契約の手続きは
山形県宅建協会新庄もがみが仲介いたします。

※双方で直接取引して契約することも可能です。

市都市整備課が双方からの情報を整理し調整します。

移住を手助けする

空き家バンクがはじまりました！
◎都市整備課建築住宅室℡内線521・524

　最上地域雇用創造推進協議会が主体となって開設している「も
がみのこみゅにてぃ（もがにてぃ）」とは、最上地方の魅力的なコミュニ
ティ・地方で暮らすノウハウ・移住者のインタビュー・仕事や住まいの
情報をお届けするサイトです。
　最上地方は、娯楽が少ない代わりに、自分たちが動いた分・楽しん
だ分だけ「良いね！」「ありがとう！」と、ダイレクトに反応がある地域です。
　田舎暮らしを能動的に楽しむ人たち（最上地方のコミュニティ）を『も
がにてぃ』と呼び、彼らの活動を紹介しています。このサイトを見て、最
上地方のコミュニティや生き方に興味を持ってくれる方が増え、最上
地域の「移住・定住」に結びつけばと願っています。

移住促進

検索

情報提供 情報提供

登録

家
店

工場 空地

ホームページはこちら

電話での
問い合わせ先
℡内線215

受付時間
平日8：30〜17：15

　空き家バンクとは、所有する空き物件（家・店・工場・土地）を「売りたい・貸したい」と考えている人を、空き物件を「買い
たい・借りたい」と考えている人に斡旋・仲介する仕組みです。空き家バンクには宅建協会の調査を経て登録された空き
家や空き店舗の物件情報が掲載され、インターネットや窓口で自由に見ることができます。
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　平成26年度、新庄市における死亡原因は、国や県同様、『がん』『心臓病』
『脳卒中』などの生活習慣病が半数以上を占めています（右記グラフ参
照）。
　その克服が大きな課題となっていますが、生活習慣病の多くは、初期段
階では自覚症状がほとんどありません。自分では気づかないうちに症状が
悪化するため、ある日突然倒れてしまうということも少なくないのです。
　健康診断による早期発見・早期治療、生活習慣の改善がこれらの病気の
克服に向けた重要なポイントになります。

『2016山新健康フォーラム』 新庄市で開催決定！
　医学界の権威から、がんや脳卒中の予防、最先端の治療法などを学ぶセミナーです。

セミナー終了後、がんよろず相談会も開催します。山形新聞と山形放送が主催し、新庄市が共催する催しです。

▪とき	 9月2日㈮ 13:30～16:30
	 ※終了後、がんよろず相談会（山口氏が対応）
▪ところ	 市民プラザ大ホール
▪講師	 「身近な『がん』」　杉村隆氏（日本学士院院長）
	 『がん医療の未来〜急性期から在宅まで〜』

嘉山孝正氏（国立がんセンター名誉総長）
	 『がんよろず相談』

山口建氏（静岡県立がんセンター総長）

▪入場料　無料。ただし聴講券が必要。聴講券の申し込み
は健康課へ。

◎お問い合わせ
　健康課健康推進室℡内線516
　山形新聞社事業部「山新健康フォーラム」係

℡023-642-7955

特定健診・がん検診受診率50％を目指しています
　新庄市の特定健診受診率は
年々上昇していますが、県平均よ
り約10％も低い状況です。また
がん検診受診率もどれも20～
30％代と低い状況です。
　生活習慣病の予防、早期発
見・早期治療するために、特定
健診・がん検診をお役立てくださ
い。

H26 新庄市死亡原因の割合

H26 特定健診受診率

がん… あなたは大丈夫？

受診のすすめ

悪性新生物
（がん）
28％

心疾患
13％

脳血管
疾患
14％

肺炎
5％

老衰
12％

その他
28％

0 10% 20% 30% 40% 50% 60%

山 形 県
尾花沢市
鶴 岡 市
村 山 市
東 根 市
酒 田 市
天 童 市
寒河江市
長 井 市
南 陽 市
山 形 市
上 山 市
新 庄 市
米 沢 市

新庄市の受診率
３６.１％

（県内ワースト２）

県平均
45.9％

12
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▲指首野川クリーン作戦など
　近隣の地域活動に参加

　新庄市子ども・子育て支援事業計画では、子育て
しやすい職場環境の整備や企業のサポート体制確立
の重要性が謳われています。また県では、女性の活
躍促進や、仕事と子育ての両立支援などに取り組む
企業を、取り組み内容に応じ、子育て応援企業優秀
（ダイヤモンド）企業、実践（ゴールド）企業、宣
言企業に認定しています。仕事と子育ての両立を支
援している市内の子育て応援企業に、取り組みや考
え方などを聞いてみました。

▲まける米（被災地支援米）プロジェクトの田植えに参加。昨年は稲
刈りにも参加しました。

▲地域理解プログラムを実施。
　地域課題を自ら考え、探究的な学

びを実践。

　新北は「文武両道」
「質実剛健」を校是に
掲げ、勉学と部活動の
両方に全力で取り組ん
でいます。
　また、ボランティア活
動や地域理解プログラ
ムなど地域に密着した
活動も推し進めており、身近な課題に取り
組みながら社会で求められる幅広い視点を
養っています。

新庄北高等学校

HIGH
SCHOOL
REPORT

HIGH
SCHOOL
REPORT 3年 細谷  泰平さん

A 妊娠や出産、親の介護、農
繁期などのさまざまな事情をふまえ、
翌年度にどれだけ働けるか話し合
いを行っています。家庭と仕事の
バランスを取ることで、家庭事情を
理由にした退職が無いように配慮しています。また、週に1度助産師に
来ていただき、勉強会や、乳児担当保育士の相談を行っています。外
からの視点をいただきながら、安心して仕事ができるようにしています。

A地域の方が、地域の中で子育て支援ができる仕組みとして、育児の
「援助を受けたい人」と「援助を行いたい人」を結ぶファミリーサポート
センター事業を行っております。また、南本町商店街にある最上地域み
んなで子育て応援団拠点 moco’s room には、働きたいママの不安や
悩みの解決に向けた相談窓口を設置しています。新庄まつり期間中は、
おむつ交換所としても開放しています。

A女性が、子育ても家庭も仕事もイキイキと続けられるような応援をし
ていきたいと考えています。とりあえず当園が率先して職場環境を整え
て、保護者からも園児からも職員から
も『入って良かった』と思ってもらえる
ような保育園を作っていきたいです。
保育士の仕事は楽しいですよ!!　
保育士さん募集中です。

Ｑ．仕事と家庭の両立支援や男女共に働きやすい職場づ
くりのために、どんな取組みを行っていますか。

Ｑ．子育て支援・若者応援・地域貢献の内容は？

Ｑ．今後どういった取組を進めていきたいですか。

　昭和61年に「乳幼児託児所　はぐくみ」を開所し、今年度に「山
形県認可　はぐくみ保育園」を新設しました。他にはぐくみ第2保育
園・託児ルーム HUG・はぐくみキッズ放課後クラブがあります。平
成28年4月時点で従業員は35名（男3名、女32名）。保育士が半
数を占め、調理師や学童指導員もいます。平成27年11月に県から
子育て応援企業実践（ゴールド）企業として認定されました。

NPO法人 はぐくみ保育園

▲近隣住宅での除雪ボランティア。
　厳しい冬も地域に貢献できる大き

な機会となります。

応援企業そ
の2

子育て応援企業〝われら
〞子育て

と仕事
の両
立を支

援する
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17
kitokito マルシェ5周年

 新庄市エコロジーガーデン

kitokito マルシェ5周年を記念して、マルシェのほか、アーティストによるライブや持ち込んだ野菜を即興で料理する「ギブミーベジタブル」な
ど、さまざまな催しが行われました。今後も多くの人とともに kitokito マルシェは歩んでいきます。

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

MACHIKADO TOPICS

7/

3
第13回あじさいまつり

 東山公園あじさいの杜

あいにくの天候でしたが、2,500人が来場
し、見ごろのあじさいを楽しみました。

7/

3
第33回かもしか運動会

 新庄中学校体育館

毎年恒例のかもしか倶楽部運動会が行わ
れ、170組の親子が参加しました。

7/

6
野川北山氏などによる総合学習

 萩野学園

人形師野川北山氏による人形の解説や
鹿子頭の説明などが行われました。

7/

7
みちのく民話祭り夏語り

 ふるさと歴史センター

七夕の日に合わせて開催された民話語り
に、80人が耳を傾けました。

7/

16
第2回バザールデイ＆ナイト

 駅前ふれあい広場あびえす

もがみ8市町村の物販や踊りの交流など
が行われました。

6/

28
道でつなぐ東北どまんなかサミット

 金山町農村環境改善センター

道路整備にむけて、関係する山形・秋田・
宮城県境の7市町が一堂に会しました。

14
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23
いす1-GP＆まちなか夜市

 中央通り商店街・最上公園

事務イスで街中を疾走する「いす1-GP」が今年も開催され、30メートルのスピードを競う「ZERO-3」や2時間の耐久レースなどで19チーム
が熱戦を繰り広げました。また、最上公園の併設会場では、飲食などもできる夜市が開催されました。

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

BOOKS

８月テーマ展示　平和のために私たちができること…
8月だからこそ、図書館で考えてみませんか。

7/

22
山形県雪対策協議会総会

 雪の里情報館

降雪シーズンに先駆けて、雪対策への取
り組みが話し合われました。

7/

24
安全のまち新庄市民大会

 市民プラザ

安全・安心なまちづくりを目指した、市民大
会が開催されました。

7/

28
升形川灯篭流し

 升形川（県立新庄病院脇会場）

毎年恒例の灯篭流しが行われ、幻想的な
景色が描き出されました。
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Q

A

わらすこ
ひろば
わらすこ
ひろば

WARASUKO HIROBA

人気のキャラクタ
ー達

と踊ったよ！

子育てホットLINE
虫に刺され、かゆくてひっかいた傷がグチュグチュになり、市販の薬
を使ってもなかなか治りません。「とびひ」なのでしょうか？　1歳
7か月の子です。

　夏は虫刺され・あせも・すり傷などから「とびひ」になることが多い
です。すぐに治ると思っても鼻・口など体のあちこちに広がります。早
めに皮膚科を受診し、塗り薬と抗生物質の内服で対応しましょう。

　効き目が悪いときは、再度受診し薬の種類をかえてもらうなどし
て完治するまで飲み切りましょう。体の他の部位に「とびひ」がうつ
らないように気をつけても、子どもの年齢が低いほどついつい触っ
てしまいます。絆創膏は蒸れて悪化する恐れがあるので、ガーゼな
どで軽くガードした方が広がりにくいです。周りの方との接触なども
安心です。

Q&A

ID＠tee7591w
LINEの友達追加から
「ID検索」または
「QRコード」で登録して
ください！

子育て相談お受けしています。

藤川明日香さん
の素敵な歌と
お話聞いたよ

遊びのブー
ス

歌とお話
しの

コンサー
ト

高く積みあがった
紙コップタワー

毎月、わらすこ広場などで行う催しや、子育て関連のイベントの様子を毎月お届けします。

moco マルシェ（最上地域みんなで子育て応援団事業）

楽しい踊
りをあり

がとう！
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ベビーベッド・ベビーキープを
設置し、バリアフリーに対応。

「蔵」をイメージして、子育て
世代、高齢者、障がい者にも
やさしい公衆トイレに昨年リ
ニューアルしました。

地域の皆さんと協議・検討
し、男女別で、車椅子簡易
配慮型男女共用スペースの
ある、ノーマライゼーション対
応を図ったトイレが8月中旬リ
ニューアル！！

 

プラス

環境保全室からのお知らせ ◎環境課環境保全室℡内線433

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

まちなか公衆トイレの整備
　市街地6箇所の「まちなか公衆トイレ」は老朽化対策と併せて、観光や仕事で来訪するお客様に対する「おもてな
し」に配慮した都市型公衆トイレを目指し、平成26年度から順次リニューアルを進めています。8月中旬には曙町第
２公衆トイレが「昭和レトロ」を感じさせるイメージで整備されます。

ボランティア募集
　地域との密接なつながりの中で安心安全を確保し、清潔で快適
なまちづくりをすすめるためにも毎日の清掃、維持点検は欠かせま
せん。定期的な清掃管理はしていますが、快適な生活環境を保持
するために「清掃ボランティア」として参加してくださる方を随時募
集しています。

13

最上
公園

歴史センター

セブンイレブン

地方裁判所

善龍寺
ファミリー
マート

市役所

八文字屋

新庄中学校

杵屋

市民プラザ

1

2

5

3

6

4

①横町 ④御堀端

⑥曙町第2

まちなか公衆トイレの整備

②北本町

洋式トイレ 和式トイレ

⑤曙町第1

車椅子対応
トイレ

ベビーベッド
あり

③本町
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　 イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

	 36,853	人	 （37,365人）
　男	 17,544	人	 （17,750人）
　女	 19,309	人	 （19,615人）
世帯数	 13,814	世帯	（13,741世帯）
※（		）は1年前の日本人+外国人の数です。

6月の異動
出生	 23	人	 （32	人）
死亡	 33	人	 （30	人）
転入	 54	人	 （43	人）
転出	 59	人	 （63	人）

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION
6月末現在
の新庄人

なりたい自分になる魅力アップセミナー
▪対象 ２０～４０代の未婚の方
▪とき ９月１９日（月祝）
▪ところ 市民プラザ3階第5・6研修室
▪内容 「自分に自信がない」、「自分の魅
力を知りたい」と考えている方のためのセ
ミナー
※婚活を頑張っている方はもちろん、自分
に自信を持ちたいと思ったことがある方は、
ぜひご参加ください。
▪参加費 無料※先着男女各40名
▪申込締切 ９月９日㈮までに郵送・FAX・
メール
◎総合政策課企画政策室	 ℡内線234

国民健康保険証の更新
　9月1日より国民健康保険の保険証が
新しくなります。新しい保険証は、8月下
旬に発送する予定です。古い保険証は9
月1日以降、確実に処分してください。
※住所地以外に送付を希望する場合
は、早めにお申し出ください。（長期入院
など特別な場合に限ります。）
◎健康課	 ℡内線511、512、517

新庄まつり期間中のごみ収集
　新庄まつり期間中は地区によって可
燃ごみを早朝に収集します。
　収集日が25日㈭、26日㈮の町内の
人は、前日の23時までにごみを出してく
ださい。
◎環境課環境保全室	 ℡内線432

産学官連携バイオ技術セミナー
◎公益財団法人庄内地域産業振興センター

℡0235-29-1620

▪とき 9月6日㈫14時～16時
▪ところ ゆめりあ2階ホールアベージュ
▪テーマ バイオ技術を核として県内産業を
育む
▪内容 ①慶應義塾大学先端生命科学研
究所長の基調講演、②バイオベンチャー企
業㈱メタジェン社長の講演、③㈲舟形マッ
シュルーム社長の講演

▪参加費 無料　▪定員 80人
▪申込締切 定員に達し次第

生活習慣病予防料理教室
◎食改事務局	 ℡内線513

▪とき 9月9日㈮9時30分～12時
▪ところ 市民プラザ調理室
▪内容 カロリーを抑えた料理作り
▪参加費 500円　▪定員 24名
▪申込締切 9月2日㈮まで

新庄病院健康まつり
◎県立新庄病院	 ℡22-5525

▪とき 9月11日㈰10時～13時
▪ところ 県立新庄病院
▪内容 演奏会、体験コーナー、健康相談、
働く車コーナー　▪参加費 無料

萩野地区公民館まつり
◎萩野地区公民館	 ℡25-2016

▪とき 9月10日㈯～11日㈰
▪ところ 萩野地区公民館
▪内容 10日は学園祭、11日は演芸大会
※両日展示会あり
▪参加費 無料

文化芸術講座「七宝焼教室」
◎身体障害者福祉協会事務局	 ℡23-3008

▪とき 9月7日、14日、21日いずれも水曜13
時30分～16時 ※ただし7日は9時30分～
12時
▪ところ 市民プラザ3階創作実習室
▪講師 近岡初世氏
▪参加費 700円　▪持ち物 手拭き
▪申込締切 8月30日㈫まで ※定員20名

依存症家族教室
◎山形県精神保健福祉センター	 ℡023-624-1217

▪対象 依存症の問題をかかえる家族
▪とき 9月14日㈬、29日㈭、10月21日㈮い
ずれも14時～16時 ※ただし、14日は15時
30分まで　▪ところ 山形県精神保健福祉
センター（山形市小白川町2-3-30）

▪内容 講和、質疑応答、体験談、家族交流
▪参加費 無料　▪定員 40名程度
※3回シリーズでの開催だが、1～2回だけの
参加も可能

第38回新庄市総合体育大会ソフトボール競技
◎新庄地区ソフトバール協会・松田	 ℡22-5961

▪とき 9月10日㈯
▪ところ 福田運動場広場

第38回新庄市総合体育大会柔道競技
◎新庄市柔道連盟・荒川	 ℡23-0236

▪とき 9月19日㈪　▪ところ 市体育館

がん患者のための相談会
◎県立新庄病院がん相談支援センター

℡22-5525（内線1285）

▪対象 がん患者またはその家族
▪とき 9月11日㈰11時～13時
▪ところ 県立新庄病院第3会議室
▪内容 がんの治療、美容に関すること、仕
事と治療の両立に関すること
▪参加費 無料

全国一斉こころの健康相談
◎相談統一ダイヤル	 ℡0570-064-556

▪とき 9月10日㈯～16日㈮9時～17時
※上記の自殺予防週間中に、こころの健康
相談を受け付けております。

わくわく新庄生涯学習講演会
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

▪とき 9月24日㈯13時～14時30分
▪ところ わくわく新庄研修室
▪講師 東洋大学文学部　名誉教授　吉
田公平氏　▪テーマ 生きる事は学ぶこと
▪参加費 無料　▪定員 60名程度
▪締切 9月9日㈮まで

55歳以上の方への就活応援
◎シルバー人材センター連合会	 ℡023-626-3566

▪とき 9月20日㈫～29日㈭の7日間

▪ところ 新庄市エコロジーガーデン「原蚕の
杜」地内
▪内容 剪定、雪囲い、狩り払機資格取得
講習　▪定員 15名
▪参加費 無料
▪申込締切 9月6日㈫まで

産業安全衛生大会のご案内
◎最上労働基準協会	 ℡22-0942

▪とき 9月7日㈬13時30分～16時10分
▪ところ 市民プラザ大ホール
▪内容 表彰式、記念講演※記念講演はど
なたでも無料で参加できます。

第4回たんぽぽクラブのご案内
◎金沢幼稚園	 ℡22-6052

▪対象 2～4歳の幼児とその保護者
▪とき 9月3日㈯10時～11時30分
※受付：9時20分～40分
▪ところ 金沢幼稚園
▪参加費 200円
▪内容 運動会ごっこ！！（体操の先生が来
て、いっぱい体を動かします！）
▪持ち物 動きやすい服装、水筒

第58回市民登山「栗駒山」参加者募集
◎事務局・佐藤	 ℡090-9428-3577

▪とき 9月18日㈰6時30分集合
▪集合場所 市役所前
▪参加費 3,000円（バス代、保険、写真な
ど）　▪持ち物 昼食、水筒、雨具、着替え
▪申込締切 8月31日㈬
※先着20名。申込できる時間帯は12時～
18時となっております。

第28回新庄納涼将棋大会
◎事務局・福井	 ℡22-0713

▪とき 8月21日㈰受付10時～、対局10時
30分～
▪ところ こらっせ新庄（1階イベントホール）
▪会費 一般1,500円、小中生1,000円（昼
食付）　▪クラス Aは3段以上、Bは2段～2
級、Cは3級以下

第51回山形県発明くふう展
◎山形県発明協会	 ℡023-644-3316

▪展示期間 10月21日㈮～23日㈰10時～
16時 ※ただし、23日は15時まで
▪ところ 市民プラザ2階ギャラリー
▪作品申込締切 9月16日㈮ ※詳細は、山
形県発明協会ホームページ参照

新庄まつりセール
◎JA産直いねふね	 ℡22-4928

▪とき 8月21日㈰～23日㈫
▪ところ JA産直いなふね
▪内容 新鮮野菜・おまつりごちそうなどお揃
えします。
※8月13日㈯は9時～12時まで営業。8月
24～26日は休み。8月13日㈯および27日㈯
は産直そば屋休業となります。

東蜂祭（新庄東高校文化祭）
◎新庄東高校	 ℡22-1562

▪とき 9月3日㈯10時～15時
▪ところ 新庄東高校校舎
▪内容 浴衣美男美女コンテスト・筋肉ちらり
ずむコンテスト・早食いコンテスト・有志発表・
出店など

毎月1回の料理教室
◎事務局・笹	 ℡22-2086

▪とき 8月18日（木）①11時～、②18時～
▪ところ 市民プラザ調理室
▪内容 夏野菜レシピ
▪講師 笹美知子
▪材料費 2,500円
▪申込締切　8月15日㈪まで

敬老会に助成します
◎新庄市社会福祉協議会	 ℡22-5797

　「敬老会」に対し費用の一部を助成してい
ます。
▪対象 9月中に開催される満70歳以上の
方をお祝いする行事
▪申込締切 8月31日㈬

催しなど
第19回わくわく新庄フェスティバル
▪ところ わくわく新庄（日新小向かい）
展示の部
▪とき 9月3日㈯、4日㈰9時～21時
※ただし、4日は16時まで
▪内容 絵画・絵手紙・筆ペン字・押し花・
手織・和小物・生け花・フラワーアレンジ・ス
テンドグラス・写真
演技の部
▪とき 9月3日㈯17時30分～21時
▪内容 歌・踊り・フラダンス・エアロビクス・
空手演武・太極拳・詩吟・吹奏楽・日新白
鳩太鼓など
あそびの広場
▪とき 9月4日㈰10時～11時
▪内容 子育て支援センターの先生方と
体を使ってあそぼう！
※バザー、産直販売、食堂（昼）、フラワー
アレンジ体験あります。
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

市民プラザからのお知らせ
第7回キッズ☆フェスタ
▪とき 9月4日㈰10時～14時
▪ところ 市民プラザ大ホール他
▪内容 お化け屋敷、キッズフリマ（出店者
募集中）、バルーンアートショー、物作りワー
クショップ、フードコーナーなど ※入場無料
手打ちうどん教室
▪とき 9月17日㈯10時～12時30分
▪ところ 市民プラザ3F調理実習室
▪講師 荒川大志氏
▪参加費 1,000円 ※定員15名
フラワーハンドメイド講座
▪とき 9月11日㈰10時～12時（以降は
毎月第2日曜日、全6回）
▪ところ 市民プラザ第1研修室
▪内容 プリザーブドフラワーなどを使って
アレンジメントやアクセサリー作成
▪参加費 1,500円
▪申込締切 9月1日まで（以降は毎回10
日前締切） ※定員10名程
◎市民プラザ	 ℡22-4200

ガス給湯器・ガラストップコンロ・台所・浴室・リフォーム
LPガス・灯油・上下水道工事

̶ ガスを通して住宅設備のお手伝いをする ̶
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　 イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです
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6月末現在
の新庄人

なりたい自分になる魅力アップセミナー
▪対象 ２０～４０代の未婚の方
▪とき ９月１９日（月祝）
▪ところ 市民プラザ3階第5・6研修室
▪内容 「自分に自信がない」、「自分の魅
力を知りたい」と考えている方のためのセ
ミナー
※婚活を頑張っている方はもちろん、自分
に自信を持ちたいと思ったことがある方は、
ぜひご参加ください。
▪参加費 無料※先着男女各40名
▪申込締切 ９月９日㈮までに郵送・FAX・
メール
◎総合政策課企画政策室	 ℡内線234

国民健康保険証の更新
　9月1日より国民健康保険の保険証が
新しくなります。新しい保険証は、8月下
旬に発送する予定です。古い保険証は9
月1日以降、確実に処分してください。
※住所地以外に送付を希望する場合
は、早めにお申し出ください。（長期入院
など特別な場合に限ります。）
◎健康課	 ℡内線511、512、517

新庄まつり期間中のごみ収集
　新庄まつり期間中は地区によって可
燃ごみを早朝に収集します。
　収集日が25日㈭、26日㈮の町内の
人は、前日の23時までにごみを出してく
ださい。
◎環境課環境保全室	 ℡内線432

産学官連携バイオ技術セミナー
◎公益財団法人庄内地域産業振興センター

℡0235-29-1620

▪とき 9月6日㈫14時～16時
▪ところ ゆめりあ2階ホールアベージュ
▪テーマ バイオ技術を核として県内産業を
育む
▪内容 ①慶應義塾大学先端生命科学研
究所長の基調講演、②バイオベンチャー企
業㈱メタジェン社長の講演、③㈲舟形マッ
シュルーム社長の講演

▪参加費 無料　▪定員 80人
▪申込締切 定員に達し次第

生活習慣病予防料理教室
◎食改事務局	 ℡内線513

▪とき 9月9日㈮9時30分～12時
▪ところ 市民プラザ調理室
▪内容 カロリーを抑えた料理作り
▪参加費 500円　▪定員 24名
▪申込締切 9月2日㈮まで

新庄病院健康まつり
◎県立新庄病院	 ℡22-5525

▪とき 9月11日㈰10時～13時
▪ところ 県立新庄病院
▪内容 演奏会、体験コーナー、健康相談、
働く車コーナー　▪参加費 無料

萩野地区公民館まつり
◎萩野地区公民館	 ℡25-2016

▪とき 9月10日㈯～11日㈰
▪ところ 萩野地区公民館
▪内容 10日は学園祭、11日は演芸大会
※両日展示会あり
▪参加費 無料

文化芸術講座「七宝焼教室」
◎身体障害者福祉協会事務局	 ℡23-3008

▪とき 9月7日、14日、21日いずれも水曜13
時30分～16時 ※ただし7日は9時30分～
12時
▪ところ 市民プラザ3階創作実習室
▪講師 近岡初世氏
▪参加費 700円　▪持ち物 手拭き
▪申込締切 8月30日㈫まで ※定員20名

依存症家族教室
◎山形県精神保健福祉センター	 ℡023-624-1217

▪対象 依存症の問題をかかえる家族
▪とき 9月14日㈬、29日㈭、10月21日㈮い
ずれも14時～16時 ※ただし、14日は15時
30分まで　▪ところ 山形県精神保健福祉
センター（山形市小白川町2-3-30）

▪内容 講和、質疑応答、体験談、家族交流
▪参加費 無料　▪定員 40名程度
※3回シリーズでの開催だが、1～2回だけの
参加も可能

第38回新庄市総合体育大会ソフトボール競技
◎新庄地区ソフトバール協会・松田	 ℡22-5961

▪とき 9月10日㈯
▪ところ 福田運動場広場

第38回新庄市総合体育大会柔道競技
◎新庄市柔道連盟・荒川	 ℡23-0236

▪とき 9月19日㈪　▪ところ 市体育館

がん患者のための相談会
◎県立新庄病院がん相談支援センター

℡22-5525（内線1285）

▪対象 がん患者またはその家族
▪とき 9月11日㈰11時～13時
▪ところ 県立新庄病院第3会議室
▪内容 がんの治療、美容に関すること、仕
事と治療の両立に関すること
▪参加費 無料

全国一斉こころの健康相談
◎相談統一ダイヤル	 ℡0570-064-556

▪とき 9月10日㈯～16日㈮9時～17時
※上記の自殺予防週間中に、こころの健康
相談を受け付けております。

わくわく新庄生涯学習講演会
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

▪とき 9月24日㈯13時～14時30分
▪ところ わくわく新庄研修室
▪講師 東洋大学文学部　名誉教授　吉
田公平氏　▪テーマ 生きる事は学ぶこと
▪参加費 無料　▪定員 60名程度
▪締切 9月9日㈮まで

55歳以上の方への就活応援
◎シルバー人材センター連合会	 ℡023-626-3566

▪とき 9月20日㈫～29日㈭の7日間

▪ところ 新庄市エコロジーガーデン「原蚕の
杜」地内
▪内容 剪定、雪囲い、狩り払機資格取得
講習　▪定員 15名
▪参加費 無料
▪申込締切 9月6日㈫まで

産業安全衛生大会のご案内
◎最上労働基準協会	 ℡22-0942

▪とき 9月7日㈬13時30分～16時10分
▪ところ 市民プラザ大ホール
▪内容 表彰式、記念講演※記念講演はど
なたでも無料で参加できます。

第4回たんぽぽクラブのご案内
◎金沢幼稚園	 ℡22-6052

▪対象 2～4歳の幼児とその保護者
▪とき 9月3日㈯10時～11時30分
※受付：9時20分～40分
▪ところ 金沢幼稚園
▪参加費 200円
▪内容 運動会ごっこ！！（体操の先生が来
て、いっぱい体を動かします！）
▪持ち物 動きやすい服装、水筒

第58回市民登山「栗駒山」参加者募集
◎事務局・佐藤	 ℡090-9428-3577

▪とき 9月18日㈰6時30分集合
▪集合場所 市役所前
▪参加費 3,000円（バス代、保険、写真な
ど）　▪持ち物 昼食、水筒、雨具、着替え
▪申込締切 8月31日㈬
※先着20名。申込できる時間帯は12時～
18時となっております。

第28回新庄納涼将棋大会
◎事務局・福井	 ℡22-0713

▪とき 8月21日㈰受付10時～、対局10時
30分～
▪ところ こらっせ新庄（1階イベントホール）
▪会費 一般1,500円、小中生1,000円（昼
食付）　▪クラス Aは3段以上、Bは2段～2
級、Cは3級以下

第51回山形県発明くふう展
◎山形県発明協会	 ℡023-644-3316

▪展示期間 10月21日㈮～23日㈰10時～
16時 ※ただし、23日は15時まで
▪ところ 市民プラザ2階ギャラリー
▪作品申込締切 9月16日㈮ ※詳細は、山
形県発明協会ホームページ参照

新庄まつりセール
◎JA産直いねふね	 ℡22-4928

▪とき 8月21日㈰～23日㈫
▪ところ JA産直いなふね
▪内容 新鮮野菜・おまつりごちそうなどお揃
えします。
※8月13日㈯は9時～12時まで営業。8月
24～26日は休み。8月13日㈯および27日㈯
は産直そば屋休業となります。

東蜂祭（新庄東高校文化祭）
◎新庄東高校	 ℡22-1562

▪とき 9月3日㈯10時～15時
▪ところ 新庄東高校校舎
▪内容 浴衣美男美女コンテスト・筋肉ちらり
ずむコンテスト・早食いコンテスト・有志発表・
出店など

毎月1回の料理教室
◎事務局・笹	 ℡22-2086

▪とき 8月18日（木）①11時～、②18時～
▪ところ 市民プラザ調理室
▪内容 夏野菜レシピ
▪講師 笹美知子
▪材料費 2,500円
▪申込締切　8月15日㈪まで

敬老会に助成します
◎新庄市社会福祉協議会	 ℡22-5797

　「敬老会」に対し費用の一部を助成してい
ます。
▪対象 9月中に開催される満70歳以上の
方をお祝いする行事
▪申込締切 8月31日㈬

催しなど
第19回わくわく新庄フェスティバル
▪ところ わくわく新庄（日新小向かい）
展示の部
▪とき 9月3日㈯、4日㈰9時～21時
※ただし、4日は16時まで
▪内容 絵画・絵手紙・筆ペン字・押し花・
手織・和小物・生け花・フラワーアレンジ・ス
テンドグラス・写真
演技の部
▪とき 9月3日㈯17時30分～21時
▪内容 歌・踊り・フラダンス・エアロビクス・
空手演武・太極拳・詩吟・吹奏楽・日新白
鳩太鼓など
あそびの広場
▪とき 9月4日㈰10時～11時
▪内容 子育て支援センターの先生方と
体を使ってあそぼう！
※バザー、産直販売、食堂（昼）、フラワー
アレンジ体験あります。
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

市民プラザからのお知らせ
第7回キッズ☆フェスタ
▪とき 9月4日㈰10時～14時
▪ところ 市民プラザ大ホール他
▪内容 お化け屋敷、キッズフリマ（出店者
募集中）、バルーンアートショー、物作りワー
クショップ、フードコーナーなど ※入場無料
手打ちうどん教室
▪とき 9月17日㈯10時～12時30分
▪ところ 市民プラザ3F調理実習室
▪講師 荒川大志氏
▪参加費 1,000円 ※定員15名
フラワーハンドメイド講座
▪とき 9月11日㈰10時～12時（以降は
毎月第2日曜日、全6回）
▪ところ 市民プラザ第1研修室
▪内容 プリザーブドフラワーなどを使って
アレンジメントやアクセサリー作成
▪参加費 1,500円
▪申込締切 9月1日まで（以降は毎回10
日前締切） ※定員10名程
◎市民プラザ	 ℡22-4200

ガス給湯器・ガラストップコンロ・台所・浴室・リフォーム
LPガス・灯油・上下水道工事

̶ ガスを通して住宅設備のお手伝いをする ̶
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新庄の歴史を学ぶ

しんじょう広報部

Bless( ブレス )

新庄神室産業高校 1年　押切　梓
新庄北高等学校 1年　　髙橋　みなみ
新庄南高等学校 1年　　齋藤　佑衣

チーム

　８月の全国的な恒例行事といえば、お盆です。皆さんの家でも、この時期にお寺さんなどにお参りに行かれること
と思います。そんなお寺さんの境内に目を向けると、実は多くの文化財が眠っているのです。
　今月は、接引寺（下金沢）、長泉寺（鉄砲町）にご協力頂き、貴重な文化財を特別に紹介して頂きました。

新庄の歴史を学ぶvol.11 

＜市指定有形文化財＞
亀綾織三十三観音掛仏（長泉寺）
　縦140cm、横64cmもある亀綾織の絹布
に、三十三観音像が織り出されたもので、
掛け軸のようになっています。
　文政13年（1830年）に新庄藩が絹織物
を振興するために招いた、上州舘林・桐生
の3人の織師が織りあげたものだという記
載が裏面にあります。

＜県指定有形文化財＞
木造　阿弥陀如来座像（接引寺）
　接引寺のご本尊で、大きさが137cmもあ
り、迫力のある仏像でした。
　作られた時代は、13世紀前半の鎌倉時
代だと言われており、同時代の仏像として
は、県内最大のものだそうです。
　両目には水晶が使われているそうで、キ
ラリと眼光鋭い目が特徴的でした。

＜市指定有形文化財＞
木造　阿弥陀如来座像（接引寺）
　先ほどの仏像と同じ阿弥陀如来座像で
すが、こちらは、ちょっと小さめの51cmで、
やさしいお顔立ちの仏像でした。
　両腕がなく、全体的にも傷が多かったの
ですが、先ほどの仏像よりも、さらに古い時
代に作られたものではないかと言われてい
るそうです。

　今回、伺った二つのお寺さんでは、他にも、市指定文化財の
「木造　文殊菩薩座像（長泉寺）」や「長泉十六羅漢図（長泉
寺）」があるほか、文化財指定はされていませんが、とても貴重な
品 を々紹介していただきました。
　また、位牌堂は雪国特有のもの（冬場雪が積もってお墓にお
参りにいけないためのもので、関東地区のお寺さんには位牌堂
はないそうです。）だというような豆知識や、さまざまな仏像の由
来などを教えていただきました。
　お盆時期に毎年行くお寺さんですが、ちょっと目先を変えると、
色 な々発見があるかもしれません。皆さんもご先祖様の供養とと
もに、ちょっとだけ周りを見回してみてはいかがでしょうか。

神社仏閣の文化財を訪ねる ▽


